
                             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

無停電電源設備点検整備 

(蹴上浄水場) 
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建設リサイクル法 

□適用 ☑適用外 

 

 



1 共通事項 

本特記仕様書に記載のない事項については、令和５年 12 月版の水道部施設課作業一般仕様書

（委託）による。  

なお、水道部施設課作業一般仕様書（委託）は水道部施設課で配布している。 

 

2 作業概要 

本作業は、蹴上浄水場排水処理施設用の無停電電源設備の点検整備を行うものである。 

 

3 作業場所 

京都市東山区粟田口華頂町３番地  蹴上浄水場 

 

4 完成期限 

令和８年１月３０日とする。 

 

5 点検整備機器 

(1) 排水池電気室 

ア 整流器盤 

整流器の種類 サイリスタ整流器 

製造会社 日本電池㈱ 

形式 SGR3-129-250CA 

整流器入力 3 相 60Hz  210V  121A 

整流器出力 浮動 114.2V 

均等  126.0V   

定格  129.0V 250A 

製造番号 G72705 

製造年月 1997 年 1 月 

イ 蓄電池盤 

電池の種類 鉛蓄電池 

製造会社 ㈱GSユアサ 

形式 SNSX-300 

セル数 54 セル 

電圧 108V 

容量 300Ah(10 時間率) 

製造番号 RWTENU 

製造年月 2012 年  12 月 

ウ インバータ盤 

製造会社 日本電池㈱ 

形式 IUW1-103/100-10CSFN 

直流入力 103V  105A 

直送入力 単相 60Hz  110V  90.9A 

交流出力 単相 60Hz  100V  10kVA 

製造番号 87605 

製造年月 1997 年  1 月 

エ 直流電源分岐盤 

製造会社 日本電池㈱ 

製造番号 33723 

製造年月 1997 年  1 月 

 



6 点検整備内容 

(1) 整流器盤 

ア 外観の点検及び清掃・増締め 

イ 各計器の校正試験及び調整 

ウ 下記の各種測定を行うこと。 

(ｱ) 交流入力電圧（点検前後） 

(ｲ) 浮動充電電圧（点検前後） 

(ｳ) 整流器出力電流（点検前後） 

(ｴ) 負荷電圧・電流（点検前後） 

(ｵ) 制御回路出力電圧（点検前後） 

(ｶ) 自動定電圧 

(ｷ) 絶縁抵抗 

エ 下記の測定を行い、許容範囲内であることを確認すること。 

(ｱ) 電圧調整（浮動・均等） 

(ｲ) 垂下電流 

オ 回復充電の動作確認 

カ 出力波形の観測(トランジスタ型の出力波形は不要) 

キ 各種設定値の確認 

ク シーケンスチェック 

(2) 鉛蓄電池 

ア 外観の点検及び清掃・増締め 

イ 下記の各種測定を行うこと。 

(ｱ) 総電圧 

(ｲ) 単電池電圧 

(ｳ) 標準電池電圧 

(ｴ) 周囲温度 

ウ 内部抵抗値測定 

(3) インバータ盤 

ア 外観の点検及び清掃・増締め 

イ 各計器の校正試験及び調整 

ウ 下記の各種測定を行うこと。 

(ｱ) 定電圧特性 

(ｲ) 絶縁抵抗 

エ 各部の電圧及び電流の波形の観測 

オ 各種設定値の確認 

カ インバータの起動・停止テスト 

キ インバータ、直送給電の切替動作確認及び測定 

ク シーケンスチェック 

(4) 入出力盤 

ア 外観の点検及び清掃・増締め 

イ 各計器の校正試験及び調整 

(5) 共通事項 

ア 各種警報回路の模擬動作試験を行うこと。 

イ 塗装の剥離部分は同色の塗料にて補修すること。 

ウ 表示灯及び盤内灯の不良品は取り替えること。 

エ 点検対象機器の良好な運転を保つために当然必要となる点検整備については、本仕様書

に明記されていなくても、すべて行うこと。 



オ 点検により、至急取替えを要する部品が見つかった場合は、直ちに監督員に報告し、そ

の指示に従うこと。ただし、軽微な部品の取替えについては費用の増額は行わないものと

する。 

 

7 点検実施時期 

(1) 点検整備は契約期間中１回とし、実施時期については受注者と監督員が協議のうえ、決定す

る。 

(2) 上記期間外であっても、点検対象機器に故障等が生じた場合は、受注者が速やかに対応する

こと。 

 

8 その他 

(1) 本作業は、稼働中の浄水場において作業するものであり、監督員と十分な打合せを行い、浄

水作業に一切支障のないよう作業を行うこと。 

(2) 本仕様書に記載のない事項においても、作業上当然必要と思われることは、監督員の指示に

従い行うこと。 

(3) 本作業に要する工具類及び測定機器は、受注者が用意すること。 

(4) 本作業完了後は、現場の後片付け、清掃を十分に行うこと。 
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